
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 『ＬＩＰ．横浜』ブースを出展する展示会 「2017 BIO International Convention」 概要 
 

日時：平成 29 年 6 月 19 日（月）～6 月 22 日（木） 

会場：San Diego Convention Center(米国サンディエゴ) 

主催：BIO（全米バイオ産業協会） 

規模(昨年度実績)：来場者 15,937 名、出展者 1,800 企業・団体 

 

２ 『ＬＩＰ．横浜』ブースにおける実施概要 
 

  ＪＥＴＲＯ（日本貿易振興機構）が主宰するジャパンパビリオン内に、横浜市、木原記念横浜生命科

学振興財団及び「ＬＩＰ．横浜」会員企業（市内企業３社）による「ＬＩＰ．横浜ブース」を出展し、本市

のバイオ施策紹介、及び企業誘致に向けたシティセールスとしてパネル展示及び資料配布、個別ビ

ジネスマッチングを実施します。 

 

３ 「バイオコム」他サンディエゴ企業等との連携強化に向けた意見交換 
 

展示会の会期中、「バイオコム」をはじめとする現地機関・企業等と、横浜への進出・ビジネス

交流に向けた連携強化や、平成 29 年 10 月にパシフィコ横浜で開催される「BioJapan 2017」での相

互連携に向けた意見交換を行います。 

 
※バイオコム(BIOCOM)：1995 年にサンディエゴで設立。会員数 825。地域レベルでは世界最大級のライフ

サ                  イエンス業界団体。代表は会長兼ＣＥＯジョゼフ･パネッタ(Joseph Panetta)氏 

 

お問合せ先 

○海外クラスター連携等について：経済局ﾗｲﾌｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進課 担当課長 伊藤敏孝 Tel 045-671-3591 

○海外企業の誘致について：経済局誘致推進課国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ支援担当課長 小林野武夫 Tel 045-671-2576 

○LIP.横浜について:経済局 ライフイノベーション推進課長 安達恒介      Tel 045-671-2574 

○展示会出展について：木原記念横浜生命科学振興財団 事務局長 海老原雅司  Tel 045-502-4810 

 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

平 成 ２ ９ 年 ６ 月 １ ４ 日 
経済局ライフイノベーション推進課 
経 済 局 誘 致 推 進 課 
(公財)木原記念横浜生命科学振興財団 

サンディエゴで『ＬＩＰ．横浜』 海外プロモーションを始動！ 

裏面あり 

～バイオ分野の世界最大マッチングイベント・展示会「2017 BIO International Convention」に  

『ＬＩＰ．横浜』ＰＲブースとして初出展し、海外バイオクラスターとのビジネス交流を本格的にスタートします～ 

サンディエゴで 6 月 19 日より開催されるバイオ分野の世界最大のマッチングイベント･展示会「2017 BIO 

International Convention」に、「ＬＩＰ．横浜ブース」を出展し、本市バイオ施策の海外プロモーション活動として、

相互のビジネス交流の推進、横浜への企業誘致を働きかけます。 

 

＜参考写真：昨年度開催状況＞ 



 

 

参考 

◎取組の背景 

米国サンディエゴ市との姉妹都市提携 60 周年を契機に、本市は平成 29 年 4 月に、現地バイオ業界

団体「バイオコム」と今後の連携強化に向けた覚書を締結しました。 

今回のサンディエゴにおける LIP.横浜の海外プロモーションは、同覚書に基づく第 1 弾の取組とし

て実施するものです。 

【参考】横浜市とバイオコムとの間で締結した覚書(日本語参考訳) 締結日平成 29 年 4 月 7日(有効期間 5年間) 

 横浜市とバイオコムは、横浜・サンディエゴ両市の姉妹都市提携 60 周年を機に、ライフサイエンス 

分野を中心としたイノベーションによる相互の経済活性化を進めるため、次の項目に同意します。 

１ 相互の企業、団体等の経済ミッションの派遣・受入、ネットワーキング等の実施 

２ 両市で開催される展示会・商談会への参加・出展奨励 

３ 相互の企業、大学、研究機関等による共同研究・プロジェクトの実施奨励 

４ 両市への企業の進出支援  

５ その他、相互に有益なビジネス機会を創出するための情報交換、交流促進 

 

◎ＬＩＰ．横浜とは（URL: http://www.city.yokohama.lg.jp/keizai/sogyo/life/lifepf.html） 

 横浜から、健康・医療分野（※）のイノベーションを持続的に創出していくことを目的とし、産学

官金が連携して取り組むためのプラットフォーム（「横浜ライフイノベーションプラットフォーム」）

です。【平成 28 年 12 月より始動】 

 このプラットフォームでは、企業・大学・研究機関ネットワークから革新的なプロジェクトを生み

出すとともに、中小・ベンチャー企業等に対する製品化に向けた支援を行い、新技術・新製品の開発

を促進していきます。 

（※）創薬、医療機器開発、診断技術開発、予防医療、再生医療、介護福祉、健康サービス等 

 

◎木原記念横浜生命科学振興財団とは（URL: http://kihara.or.jp/） 

公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団は、「バイオ関連産業の支援機関」として、生命科学

に関する研究の推進、またそれに伴う産業活性化の支援、バイオ関連の研究開発拠点の設置・運営等

を行うことにより、生命科学の振興に寄与する活動を行っています。 

横浜市の施策である「LIP.横浜」においては、横浜市と連携して研究開発の実用化等を支援する中

核機関となります。 


